
伝説に彩られた花

木更津市鎌足桜保存会



　｢鎌足桜｣は、ヤマザクラの一種と考えられ、４月中旬から下

旬にかけて開花する遅咲きの八重桜です。若葉の新芽が先に

芽吹き、つぼみは紅色で、咲き始めると花色が淡桃白色に変化

します。

　清楚さと気品を兼ね備えた優美な

花は、新緑に映えて見る人々を魅

了します。

　また、雌しべの先端が鎌状に

曲がっていることから、中臣鎌子

（藤原鎌足公）誕生伝説の由縁ともなっています。

　開花後八分咲きほどになると、雌しべが中花に変化し二段咲きとなり、元花と中花

とが一体となって、よりー層優雅な花弁となります。そのため、長い期間、花を楽しむことができます。

　「鎌足桜」の祖株は、木更津市矢那小字山下にある旧家

で永年育てられてきました。昭和３７年頃、枯死寸前で「鎌

足桜」が絶えてしまうことを心配した地元に住む鈴木治作氏

が、豊中市に住む尾高正翁氏の協力を得て、京都の桜づくり

の名人として有名な第１５代佐野藤右衛門氏に､新芽を切り

取って京都まで持参し、苗木の育成をお願いしました。

　１０年余りの歳月を費やし、昭和４７年に２本、４８年に

１０本の苗木が里帰りし、高蔵寺・徳蔵寺・鎌足小学校・太

田山公園などに植樹されましたが、その多くは枯れ絶えてしまったとのことです。

　その後、地元でも接木による苗木の育成を手がける人が現われ、市内の各所にも植樹されるようになりま

した。

　「鎌足桜」は、実ができないことや、挿し木による苗木の育成が難しいため、接木による苗木育成が行われ

てきました。この接木方法では、台木の性質が現れてしまうことがあり

ます。

　木更津市では、市の指定文化財「鎌足桜」祖株の性質をそのまま

受け継いだ苗木を確保するために、平成２１年に、光独立栄養培養

による「容器内挿し木技術」を開発した民間会社に委託し、挿し木に

よる増殖試験を行いました。翌年の２月に、その苗木が地元に届き、

造園家によって育てられた苗木は、平成２７年３月に鎌足さくら公園

に植樹されました。

「鎌足桜」の魅力

「鎌足桜」を護り育てる

鎌足さくら公園
（平成２７年度コンテスト表彰作品より）



　木更津市矢那小字山下に古くから伝わってきた祖株は､平成

１７年に木更津市指定文化財の指定を受けました。地元の区

長会を中心に鎌足桜保存会が結成され、平成１８年には伝説に

ゆかりのある高蔵寺境内とかずさ２号公園（アカデミア公園）

に、祖株が移植されました。

　平成１９年７月には、鎌足桜保存会を発展的に解散し、「鎌

足桜」の保護・育成と、広報・文化交流活動を更に大きく広げる

ために、新たに「木更津市鎌足桜保存会」が設立されました。

＜鎌足桜苗木の植樹活動＞
　保存会では、地域にある｢鎌足桜｣の保護活動とともに、藤原鎌足伝説にゆかりのある鎌倉浄妙寺や茨城

県鹿島神宮、千葉市の青葉の森公園、泉自然公園への植樹を進めてきました。また、平成２５年２月には、木

更津市制施行７０周年記念事業の一環として鎌足さくら公園（か

ずさ１号公園）に４０本の鎌足桜と７３本のソメイヨシノを植樹し

ました。

　さらに「平成２５～２７年度木更津市協働のまちづくり活動支

援事業」の指定を受けたことを機会に、鎌足桜１０００本植樹構

想の下で、苗木の育苗を進め、鎌足地区内だけでなく木更津市内

外の各地に植樹を進めると共に、保存会会員等への苗木の頒布

による植樹活動を進めています。

＜文化交流活動＞
　花の美しさとともに藤原鎌足伝説として古くから伝えられて

いる「鎌足桜」を、文化交流活動としても進めていくために、平

成２６年度から「鎌足桜の魅力」写真と短歌・俳句コンテストを

開催しています。応募作品の中から優れた作品を表彰するとと

もに、アカデミアホールアートギャラリーで展示し、多くの皆さん

にも公開しています。

　さらに表彰作品の

中から写真短歌・写

真俳句カレンダーを制

作・頒布し、「鎌足桜

の魅力」を多くの皆さ

んに知ってもらう活動

を進めています。
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アカデミアホールアートギャラリー 平成２８年度コンテスト表彰作品より

矢那川ダム公園
（平成２７年度コンテスト表彰作品より）

鎌足大橋下での植樹活動
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「鎌足桜」を観る

大阪造幣局
　明治４年に大阪市北区天満に創設さ
れ、毎年４月中旬の桜の開花時に構内淀
川沿いの全長５６０ｍの通路を１週間開
放、「桜の通り抜け」として知られていま
す。現在、１３０種以上約３６０本を数え、
「鎌足桜」も旧正門近くに３本が植樹され
ています。

鎌倉浄妙寺
　臨済宗建長寺派の古刹で、足利義兼によ
り文治４年（１１８８）に創建。裏山に鎌足
稲荷神社の小祠があり、藤原鎌足伝説ととも
に鎌倉の地名の由来が伝えられています。
　平成２０年２月に、「鎌足桜」の苗木２
本が保存会より寄贈され、本堂横に植樹
されています。

稲沢市平和町桜ネックレス
　平成２年に建設省の桜づつみ整備事業
の一環として愛知県稲沢市の日光川に建
設され、約６０種類１４００本の桜が植栽
されています。その中にある小公園は、第
１６代佐野藤右衛門氏の指導のもとに整
備され、「鎌足桜」も１本が植樹されてい
ます。

鹿島神宮
　祭神は「武甕槌大神」、神武天皇元年
創建とされています。近くに鎌足神社があ
り、古来より藤原鎌足の誕生の地とも伝え
られています。
　平成２１年２月に「鎌足桜」の苗木２本
が保存会より寄贈され、そのうち１本は境
内の鹿苑前に植樹されています。

憲政記念館
　国会議事堂に隣接する前庭にあり、その
周辺に多くの種類の桜が約１５０本植栽
されています。
　毎年４月に日本さくらの会の「全国さく
らまつり中央大会」が開催され、第４１回
（平成１８年）には「鎌足桜」が記念樹と
して植樹されています。

青葉の森公園
　千葉市中央区青葉町にあり、農林水産
省畜産試験場の跡地に建設された県立公
園です。
　平成２６年３月に保存会より「鎌足桜」
の苗木１本が寄贈され、さくら山公園の一
角に植樹されています。



「鎌足桜」を鑑定

　平成２０年４月、本保存会の顧問になっている京都の桜守第１６代佐野藤

右衛門氏により、「鎌足桜」の鑑定調査が行われました。

　花びらをばらすと、雄しべが変化して花弁状になるため、花弁数は全体

で８２枚あります。

　雌しべは、つぼみの状態から中花に変わ

り、さらに中花を包み込む葉しべにも変化し

ているようです。

　葉しべが、仏像の舟形光背状態となって

中花を受け止めていることから観音菩薩像

にも見えます。

　花弁に変化した雄しべも、蓮華形に作っ

た仏像の台座状になっています。

　満開時には、内側の開花した中花と外側の元花が一体化して優雅な花

となり、観音桜とも呼ばれています。

佐野藤右衛門氏から送られてきた鑑定書

鑑定中の佐野氏



「鎌足桜」の沿革

寛文元年（1661）	 坂東三十番札所高蔵寺伝記｣に藤原鎌足公誕生伝説が記される。
天保３年（1832）	 田丸健良編「房総志料続編」で、高蔵寺に「鎌足桜有り」と記される。
大正３年（1914）	 「鎌足村誌」に、鎌足村の村名の由来とともに、「鎌足桜」の伝承が記される。
昭和37年（1962）	 地元の鈴木治作氏により、第１５代佐野藤右衛門氏に苗木育成を依頼。
昭和４７年（1972）	 	２本の苗木が里帰りし高蔵寺と徳蔵寺に植樹、また佐野藤右衛門氏により大阪造幣局にも植

樹。
昭和４８年（1973）	 １０本の苗木が里帰りし、鎌足小学校・太田山公園などに植樹。
昭和６０年（1985）頃	 	鎌足歴史散歩の会が苗木を育成し、校舎移転後の鎌足中学校・鎌足公民館等に植樹。
平成１０年（1998）	 ｢鎌足を考える会｣が、矢那川ダムのお花見広場に鎌足桜を植樹。
平成１６年（2004）	 木更津市矢那小字山下の旧家にあった祖株が、木更津市に寄贈される。
平成１７年（2005）	 ２月、「鎌足桜」の祖株が、木更津市指定文化財になる。
	 	５月、「鎌足桜」の保護育成を目的として、鎌足地区に鎌足桜保存会が結成される。
平成１８年（2006）	 ２月、祖株が高蔵寺の境内と「かずさ２号公園（アカデミア公園）」に移植される。
	 	３月、｢第４１回さくら祭り中央大会｣の記念樹として東京

の憲政記念館に植樹。
平成１９年（2007）	 	７月２５日、地元の鎌足桜保存会を発展的に解散し、新

たに木更津市鎌足桜保存会が結成される。初代会長
に山口義夫氏が選出される。

平成２０年（2008）	 	４月２３日、定期総会が開催され、第２代会長に服部善
郎氏が選出される。

	 	４月２５日、第１６代佐野藤右衛門氏により「鎌足桜」祖
株の鑑定調査が行われる。

平成２１年（2009）	 	６月、木更津市が「祖株」緑枝を採取し、光独立栄養培養による「容器内挿し木技術」を利用
した苗木育成実験を㈱日本製紙グループに委託。

	 	木更津市鎌足桜保存会により「鎌足桜カレンダー」の制作・頒布を
始める。

平成２２年（2010）	 	挿し木による苗木育成実験が成功し、苗木９３本が地元に届けられ
造園業者によって育てられる。

平成２３年（2011）	 	歌謡曲｢鎌足桜｣（紺野あずさ作詞、岡千秋作曲､南郷達也編曲）
が歌手小桜舞子により歌われＣＤを制作。

平成２５年（2013）	 	２月１７日、木更津市制施行７０周年記念事業として、｢鎌足さくら公
園（かずさ１号公園）｣に４０本の鎌足桜と７３本のソメイヨシノの苗木を植樹。

	 	６月、木更津市協働のまちづくり活動支援事業「鎌足桜の保護育成と広報活動を通した地域
活性化事業」に参画（２５～２７年度）。

平成２６年（2014）	 	４～５月、第１回「鎌足桜の魅力」写真と短歌・俳句コンテスト
の作品募集を始める。

	 	１０月、写真と短歌・俳句コンテストの表彰作品を取り入れ、写
真短歌・写真俳句の鎌足桜カレンダーの制作・頒布を始める。

平成２７年（2015）	 	２月、市所有の祖株からの「挿し木による苗木」４０本を鎌足さ
くら公園に植樹。

	 	１０月１１日、第３９回全国育樹祭で「国土緑化推進機構理
事長賞」を受賞。

平成２８年（2016）	 ３月２０日、鎌足さくら公園矢那川ダム側斜面に５３本の苗木を共同作業により植樹。
	 ４月１３日、第５１回さくら祭り中央大会で「さくら功労者」受賞。
	 ５月７日、平成２８年度定期総会において、第３代会長に久良知	篤史氏が選出される。
	 	６月１２日、第２７回全国「みどりの愛護」のつどいにおいて千葉県都市緑化功労者知事表彰

を受賞。
平成２９年（2017）	 ５月２１日、木更津市鎌足桜保存会設立１０周年記念式典・講演会、及び祝賀会が開催される。
	 ５月、木更津市公園緑地の除草清掃等協力事業に参画。

第４１回さくら祭り中央大会

「鎌足桜」CD

平成２９年版鎌足桜カレンダー表紙



伝説に生きる「鎌足桜」

「鎌足桜」の弥栄を祈る
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